
　（別紙４-２） 事業所： 北光会　グループホーム朝里

作成日：　平成　２３年　　６月　１０日

市町村受理日：平成　２３年　６月　１７日　　

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容 目標達成に要する期間

1 6

以前一人階段利用し転倒してしまった事例
があり、その後も数回一人で１Fまで行って
しまわれる事が合った為、家族、職員との
話しあいの結果２Fホールの施錠を行う方向
性となってしまった。

・２Fホール入り口の開錠 ・ホール内入り口に徘徊センサーを設置
・職員の見守りの強化

１ヶ月以内

2 35

災害マニュアルの作成、講習会の参加をし
ているが、全職員への周知徹底までには
至っていない。定期的な口頭での話し合
い、訓練が必要と考えます。又緊急時の備
蓄についても話し合いの必要がある。

・職員の災害時対応訓練（２～３回／
年）
・備蓄
・行政の訓練回数統一化を知り適切に対
応する

・年２回のホーム内訓練　住民参加
・講習会の参加
・災害時用の備蓄についての話し合い（病
院との）
・住民の方には緊急連絡網の作成し、ホー
ム内の訓練にも参加して頂いているので協
力体制は十分と考えます。

６ヵ月

　　　　　　　　　　　　目標達成計画

【目標達成計画】　

力体制は十分と考えます。
・住民参加時のマニュアル作成

3 5

特に市町村との連絡を蜜にしていないが、
ホーム内での問題が発生した場合や、疑問
が生じた場合そのままに放置せず、電話相
談を行なったりしています。

・今後も問題発生時には相談を行なう
・包括支援センターとの協働

・必要時連絡を蜜に取る
・運営推進会議への声かけ参加

不明

4

5

注１）項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入して下さい。
注２）項目数が足りない場合は、行を追加して下さい。

有限会社　ふるさとネットサービス


